
　　　　　　　　　　　　　　　　　
私は現在、「若手教員の同僚性」について研究を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　多様な経歴を持つ院生の仲間や先生方に研究の進捗を報告し、対話

　　　　　　　　　　　　　　　　を重ねる「月間合同カンファレンス」は、私にとって貴重で刺激的

　　　　　　　　　　　　　　　　な学びの場となっています。学校種や経験年数、専門性が異なるか

　　　　　　　　　　　　　　　　らこそ、多様な角度から温かいアドバイスや問いかけをいただくこ

　　　　　　　　　　　　　　　　とができます。そこでの対話は、いつの間にか凝り固まっていた

　　　　　　　　　　　　　　　　「思い込み」を心地よく解きほぐし、研究に新たな視点をもたらして

　　　　　　　　　　　　　　　　くれます。このような対話の場があるからこそ、独りよがりではな

　　　　　　　　　　　　　　　　い、生きた研究ができるのだと実感しています。

　研究のまとめを見据える今、月間合同カンファレンスから得た新たな視点とエネルギーを糧に、実践

や実践報告の執筆に全力で取り組んでいきます。そして、研究の成果を学校現場へ還元し、福島の教育

のさらなる充実に貢献していきたいと考えています。

ミドル・リーダー養成コース２年　原
悠太（現職派遣）
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「月間合同カンファレンス」「月間合同カンファレンス」

　月間合同カンファレンスは、年間を通じて毎月実施され、１・２年生及び

教職実践研究科の教員全員が参加します。週間カンファレンスとは異なるメ

ンバーから質問やコメントをもらうことで、研究を省察し、深化させていき

ます。５・６月の月間合同カンファレンスでは、１・２年生がそれぞれ自身

の研究経過について報告をしました。７月には、教員や院生からの助言をも

とに、今後の実践に向けた協議を行いました。

「話すたび、研究が動き出す。」「話すたび、研究が動き出す。」

　大学院では自身の研究と並行して授業も履修します。これまで大学で受けてきた講義型の授業とは異な

り、対話的な活動が中心に行われます。「よい教育とは何か」「授業の見方とは」といった正解のない問い

に対し、話し合いを重ねていきます。多忙な現場ではじっくり考えることが難しかったことに対して、一

度立ち止まり、思考を深められるのが大学院の授業の魅力です。また、学部から進学したストレートマス

ターをはじめ、小・中・高校・特別支援学校の教員や養護教諭など、多様な立場の人との対話は、自身の

教育に対する価値観を広げることに繋がりました。私が授業の中で特に印象的だったのは、「知ることの

広がり」についてです。自分が理解している「既知の領域」のすぐ外側に「未知の領域」があり、さらに

その外側には自分が意識すらしていなかった領域が広がっていることを学びました。わかることが増える

ほど未知の課題も増えていくという奥深い学びを、存分に実感することができています。

授業デザインコース１年　関根
宙海（現職派遣）
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「教育実践福島ラウンドテーブル」「教育実践福島ラウンドテーブル」
　ラウンドテーブルは、プロジェクト研究の一環として行われ、以下の３つのプロセスを通じて自分自身の
教育観を見つめ直すことを目的としています。
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　これまでラウンドテーブルは参加者として話を聴く側でしたが、今回始めて報告者としてラウンドテ
ーブルに参加し、その貴重さを感じることができました。自分の課題意識を話し、それに対して様々な
立場の方から多角的な意見をいただいたことで、聴く側以上の圧倒的充実感があり、次に生かしたいと
いう改善意欲もとても高まりました。特に、幼稚園の先生からお話を聞き、子どもが本来持つ能力につ
いて考えさせられました。身の回りの事象に不思議さを感じたり、自分の興味のあることを探求したり
といった理想の子どもの姿が幼稚園では日常的にあることを知り、自分の研究にどんな意義があるのか
を問い直すきっかけになりました。４月からの４か月間、大学院での講義や合同カンファレンス、セン
ター交流会などを経て進んできたように思えた研究内容でしたが、今回のラウンドテーブルで改めて自
分の研究の目指したいところを考え、根本的な部分を整理し直すことが必要であるという気づきを得る
ことができました。今後は、研究の前提を再構築し、現場に還元できる実践を目指していきます。

授業デザインコース１年　村田
瑞葵（学部卒生）
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８月７日（金）、福島大学にて、「教育実践福島ラウンドテーブル」が開催されました。

【午前の部】

【午後の部】
　校種や職種などの垣根を超えた少人数グループで交流を行いました。報告者の実践事例をもとに、
多様な立場の参加者がともに語り合い、学びを深める機会となりました。

　基調講演では、福島大学名誉教授の三浦浩喜先生より、「これからの
福島に求められる学び－震災から15年を経て－」という演題でご講演
いただきました。三春町の教育改革の歩みと、その背景にある理念に
ついてのお話をいただきました。また、震災後の福島が抱えた教育上
の課題と、その中で地域再生と新しい教育の道筋をどう見出すかとい
うことについてご示唆をいただきました。

次回のラウンドテーブルは、
令和９年２月13日（土）開催
予定です。詳細は福島大学教
職大学院ホームページよりお
知らせします。多くの方のご
参加をお待ちしております。
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